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笆

茂
原
警
察
署
の
調
査
に
よ
る
睦
沢

町
内
で
の
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、

茂
原
警
察
署
管
内
で
最
も
低
く
、
平

成
15
年
は
25
件
、
平
成
16
年
１
月
〜

６
月
末
７
件
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
交

通
安
全
対
策
へ
の
意
識
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。

し
か
し
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
こ
の
時
期
、
県
内
で
は
最
も
交

通
量
が
多
く
な
り
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
千
葉
県
は
依
然
と
し
て
、
交
通

事
故
発
生
率
が
全
国
の
中
で
高
い
こ

と
か
ら
油
断
を
せ
ず
、
夏
を
楽
し
く

安
全
に
過
ご
す
た
め
に
交
通
安
全
対

策
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
表
１
茂
原
警
察
管
内
事
故
類
計
別

発
生
状
況
平
成
16
年
６
月
末
現
在
）

日
頃
利
用
し
て
い
る
道
路
の
役

割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

町
も
快
適
で
、
安
全
な
交
通
環

境
の
た
め
今
年
度
も
、
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
を
中
心
に
交
通
安

全
活
動
及
び
主
要
道
路
12
箇
所
を
始

め
と
し
た
、
改
修
事
業
を
積
極
的

に
進
め
ま
す
。

表
１
の
状
況
を
見
る
と
、
車
対
車

の
事
故
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
事
故
時
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
い
な
い
ケ
ー
ス

も
多
く
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
は
し
っ
か
り
と
、
安
全
運

転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

２
番
目
に
多
い
車
対
自
転
車
の
事

故
で
す
が
、
飛
び
出
し
な
ど
自
転
車

側
の
不
注
意
で
事
故
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。
町
内
で
も
車
の

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
み
て
学
生
を
中
心

と
し
た
自
転
車
の
乗
車
に
ヒ
ヤ
リ
と

さ
せ
ら
れ
た
と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま

す
。
道
路
横
断
の
際
の
前
方
、
後
方

確
認
は
し
っ
か
り
と
行
い
、
並
進
な

ど
の
悪
い
マ
ナ
ー
は
止
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
表
上
位
の
交
通
事
故
は
い

ず
れ
も
夜
間
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
早
め
の
ラ

イ
ト
の
点
灯
、
自
転
車
に
乗
車
の
方
、

歩
行
者
の
方
は
反
射
材
を
身
に
つ
け

る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
頃
、
慣
れ
し
た
し
ん
で
い
る
運
転

や
自
転
車
乗
車
時
、
歩
行
時
の
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
安
全
確
認

を
し
て
み
る
こ
と
も
大
切
な
交
通
安

全
対
策
で
す
。

交
通
社
会
に
係
わ
る
皆
さ
ん
の
普

段
か
ら
の
心
が
け
で
交
通
事
故
は
確

実
に
減
少
で
き
ま
す
。

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。

道
路
の
穴
な
ど
の
老
朽
化
に
つ
い
て

県
道
、
町
道
を
含
め
舗
装
さ
れ

て
い
る
道
路
も
老
朽
化
に
よ
り
穴

が
あ
い
た
り
、
ひ
び
わ
れ
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
発
見
さ

れ
た
方
は
、
役
場
建
設
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

道
路
に
は
み
出
た
枝
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
に
か
か
っ
て
い
る
枝
に
つ
い
て

私
有
地
に
植
え
ら
れ
た
木
々
が
、

道
路
に
は
み
出
し
て
見
通
し
が
悪

い
、ま
た
、
道
路
標
識
及
び
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
に
か
か
っ
て
見
に
く
い
等
の
場

所
を
発
見
さ
れ
た
方
は
役
場
総
務
課

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課
か
ら
所
有
者
の
方
に

伐
採
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
連
絡
を
し

ま
す
。

危
険
箇
所
へ
の

交
通
安
全
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

皆
さ
ん
が
お
住
い
の
地
区
で
、
交

通
量
が
多
い
、
見
通
し
が
悪
い
等
の

危
険
な
交
通
事
情
が
見
受
け
ら
れ
る

場
合
は
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
設
置
に
よ
り
改
善
を
図
り
ま

す
の
で
、
ま
ず
各
区
の
区
長
さ
ん
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

区
長
さ
ん
か
ら
要
望
を
ま
と
め
て

役
場
総
務
課
に
い
た
だ
い
た
後
、
現

地
を
精
査
し
交
通
安
全
施
設
の
設
置

を
し
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
施
設
は
、
補
助

的
な
も
の
な
の
で
日
頃
か
ら
皆
さ
ん

の
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
も
大
切

で
す
。

役
場
総
務
課
蕁
　
44
―
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役
場
建
設
課
蕁
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（
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
）

睦
沢
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
　
３
０，

０
０
０
円
　

匿
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
５，

０
０
０
円

こ
の
善
意
は
、
町
の
社
会
福
祉
増
進
の
た
め

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

笳

○
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
あ
な
た

に
ぴ
っ
た
り
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
宅
に
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

※
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
以
外
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
住
宅
改
修
、
福
祉
用

具
の
貸
し
出
し
等
）
も
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
手
配
い
た
し
ま
す
。

○
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

サ
ー
ビ
ス
内
容

●
身
体
介
護
　
お
む
つ
交
換
、
通

院
介
助
、
食
事
介
助
な
ど

●
家
事
援
助
　
調
理
、
洗
濯
、
買

い
物
、
掃
除
な
ど

●
介
護
等
に
関
す
る
相
談
・
助

言
、
そ
の
他
必
要
な
援
助

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
か
ら

の
相
談
や
、
心
身
の
状
況
に
応
じ
、

自
宅
や
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
適
切

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
介
護
保
険
事

業
者
な
ど
と
連
絡
調
整
を
行
い
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
ま

す
。

利
用
料
金
に
つ
い
て

●
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

す
べ
て
保
険
か
ら
出
ま
す
の

で
、
利
用
者
の
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

●
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

限
度
額
内
の
利
用
分
に
つ
い
て

は
、
原
則
総
費
用
の
１
割
分
が
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

限
度
額
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は

全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

―
保
護
司
長
谷
文
雄
さ
ん
退
任
―

長
谷
文
雄
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
５
月

か
ら
平
成
16
年
５
月
ま
で
22
年
間
も

の
長
期
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
活

動
さ
れ
こ
の
度
、
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ご
苦
労
に
対
し
、
５
月
24

日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
、
伝
達
式
が
６
月
21
日
に

助
役
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

長
谷
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
小
川

美
恵
子
（
妙
楽
寺
）
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
届
は
、
前
年
の
所
得
と
現
在

の
扶
養
の
状
況
等
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
の
で
、
支
給
停
止
に
な

っ
て
い
る
方
も
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

現
況
届
の
用
紙
は
役
場
か
ら
受

給
者
へ
郵
送
し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
家
庭
で

介
護
さ
れ
て
い
る
心
身
に
障
害
の
あ

る
児
童
（
20
歳
未
満
）
の
福
祉
の
増

進
の
た
め
、
そ
の
生
活
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
児
童
の
父
母

ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
。

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚

な
ど
で
、
父
親
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

子
家
庭
な
ど
に
、
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

※
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
と
も
に
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
は
、
必
要
書
類
を
揃

え
て
役
場
福
祉
衛
生
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
必
要
書
類
は
状
況
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
衛
生
課
蕁
　
44
―
２
５
０
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－助役から感謝状を受けとる長谷さん－
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地
方
税
の
取
扱
い
（
継
続
）

①
個
人
市
町
村
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、
鉱

産
税
及
び
入
湯
税
は
、
地
方
税
法
の

定
め
る
規
定
に
よ
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。②

法
人
市
町
村
民
税
の
税
率
は
、

法
人
事
業
税
の
外
形
標
準
課
税
対
象

法
人
基
準
を
適
用
し
、
資
本
金
が
１

億
円
を
超
え
る
法
人
を
14.7
％
、
１
億

円
以
下
の
法
人
を
12.3
％
と
す
る
二
段

階
税
率
と
す
る
。

③
都
市
計
画
税
は
、
合
併
後
に
お

け
る
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
を
考

慮
し
つ
つ
再
編
調
整
す
る
な
ど
、
原

案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

７
市
町
村
の
庁
舎
の
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
を
前
提
に
、
住
民
が
利
用

し
や
す
く
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
定
員
管
理
の
適
正
化
を
図

る
。住

民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
与
え

な
い
よ
う
配
慮
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

及
び
事
務
事
業
の
混
乱
・
停
滞
を
回

避
す
る
観
点
か
ら
茂
原
市
役
所
を
本

庁
と
し
、
睦
沢
町
役
場
や
各
町
村
役

場
は
、
管
理
部
門
の
一
部
を
除
き
総

合
支
所
と
し
て
設
置
す
る
な
ど
、
原

案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い

①
使
用
料
は
、
原
則
と
し
て
現
行

ど
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
道
路
占

用
料
等
の
同
一
の
物
件
使
用
料
は
、

可
能
な
限
り
統
一
す
る
も
の
と
す

る
。な

お
、
住
民
の
一
体
性
の
確
保
及

び
負
担
の
公
平
性
の
原
則
か
ら
適
正

な
料
金
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
新

市
に
お
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

②
手
数
料
は
、
７
市
町
村
に
お
け

る
こ
れ
ま
で
の
料
金
改
定
の
経
緯
や

受
益
者
負
担
の
原
則
を
基
本
に
、
サ

ー
ビ
ス
に
対
す
る
適
正
な
負
担
額
を

決
定
し
、
原
則
と
し
て
合
併
時
ま
で

に
統
一
す
る
な
ど
、
原
案
の
と
お
り

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
、
交
付
金
等

７
市
町
村
の
補
助
金
・
交
付
金
等

は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
、
実
情
等
に

配
慮
し
つ
つ
、
公
益
性
、
有
効
性
及

び
公
平
性
を
観
点
と
し
た
調
整
内
容

に
対
し
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
継

続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

公
の
施
設
の
取
扱
い

①
７
市
町
村
の
所
有
す
る
公
の
施

設
は
、
全
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
す
る
。

②
各
施
設
の
名
称
に
つ
い
て
、
調

整
の
必
要
な
も
の
は
合
併
時
ま
で
に

調
整
す
る
。
以
上
原
案
の
と
お
り
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
の
取
扱
い

一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
は
、
ご
み

の
発
生
抑
制
、
減
量
化
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
負

担
の
公
平
性
を
考
慮
し
、
適
正
な
一

般
廃
棄
物
の
分
別
・
収
集
・
運
搬
・

処
理
・
処
分
に
努
め
る
も
の
と
し
た

調
整
内
容
に
対
し
、
多
く
の
意
見
が

出
さ
れ
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
対
策
事
業
の
取
扱
い

①
環
境
美
化
事
業
（
ク
リ
ー
ン
作

戦
等
）、
生
活
環
境
事
業
（
大
気
保

全
、
水
質
保
全
、
生
活
環
境
）、
空

き
地
の
雑
草
除
去
指
導
は
、
合
併
後
、

速
や
か
に
調
整
す
る
。

②
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
は
、
合
併
時
ま
で
に
補
助
制
度
を

統
一
し
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

③
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

は
、
現
行
の
事
業
は
「
睦
沢
町
」

「
長
柄
町
」
と
も
名
称
は
同
じ
で
あ
る

が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
制
度
で
あ
り
現

行
ど
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

④
狂
犬
病
予
防
事
業
は
、
畜
犬
管

理
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
新
市
に
引
き

継
ぐ
。
以
上
原
案
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

各
種
制
度
の
取
扱
い

１．

議
会
事
務
関
係

議
会
運
営
は
、
市
民
が
親
し
め
る
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
合
併
時

ま
で
に
調
整
す
る
。

２．

農
業
委
員
会
事
務
関
係

盧
農
業
委
員
会
の
運
営
、
農
業
者

年
金
業
務
、
農
用
地
利
用
集
積
事
業

は
、
７
市
町
村
で
差
異
が
な
い
の
で

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

盪
標
準
小
作
料
の
設
定
及
び
改
訂

事
務
は
、
現
行
ど
お
り
新
市
に
引
き

継
ぐ
。

３．

選
挙
事
務
関
係

盧
投
票
区
は
、
選
挙
人
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
現
状
の
投
票
区
で
行
う
。

盪
期
日
前
投
票
所
は
、
選
挙
人
の

利
便
性
を
考
慮
し
、
７
市
町
村
ご
と

に
設
置
す
る
。

４．

監
査
事
務
関
係

盧
監
査
委
員
は
、
新
市
の
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
選
任
す
る
。

５．

窓
口
事
務
関
係

盧
各
種
証
明
書
の
発
行
は
、
本
庁
、

各
総
合
支
所
、
本
納
支
所
及
び
各
連

絡
所
（
茂
原
駅
連
絡
所
以
外
の
連
絡

所
は
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の

み
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
発
行
す

る
。盪

執
務
時
間
外
に
お
け
る
受
付
事

務
は
、
７
市
町
村
に
差
異
が
あ
る
た

め
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

蘯
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
場
所
は

合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

盻
外
国
人
登
録
事
務
（
一
部
事
務

を
除
く
）
は
、
本
庁
に
お
い
て
一
括

管
理
す
る
。

眈
現
在
の
印
鑑
登
録
証
は
、
合
併

後
も
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
る
も
の
と

す
る
。

眇
国
民
年
金
事
務
は
、
現
行
ど
お

り
新
市
に
引
き
継
ぐ
な
ど
、
原
案
の

と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
回
合
併
協
議
会
の
概
要

今
回
の
協
議
会
で
は
、
第
11
回
合

併
協
議
会
協
議
事
項
８
件
、
第
12
回

合
併
協
議
会
協
議
事
項
６
件
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
協
議
概
要
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
（
継
続
）

公
共
的
団
体
等
は
、
新
市
の
速

や
か
な
一
体
性
を
確
立
す
る
た
め
、

各
団
体
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
整
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

具
体
的
な
調
整
内
容

①
７
市
町
村
す
べ
て
に
共
通
し

て
い
る
団
体
で
、
統
合
を
基
本
に

調
整
に
努
め
る
団
体
。

②
７
市
町
村
に
共
通
し
て
い
る

団
体
で
、
合
併
を
機
に
廃
止
又
は

廃
止
の
方
向
と
な
る
団
体
。

③
７
市
町
村
に
共
通
し
、
法
的

根
拠
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い

る
団
体
で
存
続
す
る
団
体
。

④
７
市
町
村
に
独
自
の
団
体
で

存
続
す
る
団
体
。
以
上
原
案
の
と

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
事
業
の
取
扱
い
（
継
続
）

①
都
市
計
画
道
路
事
業
、
都
市

計
画
図
・
地
形
図
の
管
理
、
公
営

駐
車
場
管
理
、
土
地
区
画
整
理
事

業
組
合
施
行
、
土
地
区
画
整
理
事

業
公
共
施
行
は
、
現
行
ど
お
り
新

市
に
引
き
継
ぐ
。

②
駅
前
広
場
管
理
、
建
築
確
認

申
請
事
務
、
都
市
計
画
法
第
53
条
関

係
事
務
、
都
市
計
画
証
明
事
務
、

都
市
公
園
の
占
用
等
許
可
関
係
事

務
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

③
大
型
建
築
物
指
導
要
綱
に
基

づ
く
事
前
協
議
は
、
合
併
時
ま
で

に
再
編
す
る
。

④
都
市
公
園
等
の
維
持
管
理
方

法
は
、
合
併
後
速
や
か
に
調
整
す

る
。
以
上
原
案
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
連
絡
機
構
の
取
扱
い

①
現
行
の
自
治
会
・
区
の
区
域

は
、
現
行
ど
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。②

自
治
会
・
区
の
名
称
は
、「
○

○
自
治
会
」
に
統
一
す
る
方
向
と

す
る
。

③
自
治
会
連
合
組
織
は
、
新
市

に
地
域
住
民
の
代
表
者
に
よ
り
構

成
す
る
自
治
会
連
合
会
を
設
置
す

る
。④

自
治
会
・
区
の
各
地
区
単
位

組
織
の
職
務
内
容
等
は
、
当
面
、

現
行
ど
お
り
と
し
、
合
併
後
に
自

治
会
・
区
の
住
民
組
織
と
協
議
す

る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
行
政
関
連
配
布
物
に

係
る
行
政
連
絡
事
務
は
、
自
治

会
・
区
等
の
住
民
組
織
と
協
議
の

う
え
、
合
併
ま
で
に
新
市
に
お
け

る
取
扱
い
を
調
整
す
る
も
の
と
す

る
。⑤

自
治
会
・
区
の
未
加
入
世
帯

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
加
入
促

進
等
に
向
け
て
検
討
す
る
。

以
上
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い（

そ
の
２
）

①
茂
原
市
土
地
開
発
公
社
・
茂

原
市
開
発
協
会
は
、
現
行
ど
お
り

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

②
長
生
郡
南
部
開
発
公
社
は
、

現
行
ど
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

合
併
後
解
散
す
る
方
向
で
調
整
す

る
。③

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業

団
・
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
・
千
葉
県
自
治
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
７
市
町
村
は
合
併
の
日

の
前
日
を
も
っ
て
、
当
該
企
業
団

等
か
ら
脱
退
し
、
新
市
に
お
い
て

合
併
の
日
に
当
該
企
業
団
等
に
加

入
す
る
な
ど
の
調
整
内
容
に
対
し
、

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
継
続
協
議

と
な
り
ま
し
た
。

財
産
の
取
扱
い
（
継
続
）

７
市
町
村
の
所
有
す
る
財
産
及

び
債
務
は
、
全
て
新
市
に
引
き
継

ぐ
も
の
と
す
る
。

な
お
、
各
種
基
金
の
取
扱
い
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

盧
７
市
町
村
で
同
一
の
目
的
、

名
称
で
設
置
し
て
い
る
基
金
は
、

合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
す

る
。盪

基
金
の
目
的
事
業
が
合
併
ま

で
に
事
業
完
了
す
る
も
の
は
、
合

併
時
に
廃
止
す
る
。

蘯
新
市
に
お
い
て
実
施
を
予
定

す
る
事
業
に
充
て
る
基
金
は
、
そ

の
目
的
で
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

盻
設
置
市
町
村
が
少
数
の
基
金

は
、
事
業
の
取
扱
い
と
併
せ
て
合

併
時
に
調
整
す
る
と
の
調
整
内
容

に
対
し
、
基
金
ご
と
の
調
整
方
針

の
提
出
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
、

継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

第
12
回
合
併
協
議
会
の
概
要

第
14
回
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

１
、
と

き

８
月
10
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

２
、
と
こ
ろ

茂
原
市
役
所
市
民
室

※
合
併
協
議
会
は
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
会
場
の
都
合
で
人
数

は
限
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
長
生
郡
市
合
併
協
議
会

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蕁
25
―
７
５
８
８

変　　更　　前

合併協定項目について（変更）原案のとおり可決されました。

変　　更　　後

Ⅱ 合併特例法に定める協議事項 Ⅱ 合併特例法等に定める協議事項

12 地域審議会の取扱い 12． 地域自治組織の取扱い

Ⅲ その他重要な協議事項 Ⅲ その他重要な協議事項

26． 各種事務事業の取扱い 26． 各種事務事業の取扱い

26 -5 行政区の取扱い 削　除

（全協定項目は協議会だより第２号参照） ※下線部分３箇所が変更
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65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
睦

沢
町
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
に
よ
り
納
め
る
額
が
決
ま
り
ま

す
。平

成
16
年
度
の
介
護
保
険
料
の
額

は
、
平
成
15
年
中
の
所
得
に
よ
り
決

定
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人
は
、
年
金
（
年
６
回
）
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
が
、
次
の
場
合

は
納
付
書
で
の
納
付
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
年
度
途
中
で
65
歳
到
達
の
方

○
年
度
途
中
で
本
町
へ
転
入
の
方

○
年
度
途
中
で
の
収
入
申
告
の
変
更

を
行
っ
た
方

○
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た

方
（
現
況
届
の
未
提
出
等
）

●
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満

の
人
は
、
年
額
を
６
期
（
回
）
に

分
け
て
納
付
書
で
の
納
付
と
な
り

ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
や
滞

納
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
衛
生
課

蕁
44
―
２
５
０
４

●納める額 （１人あたり年額）
段　階 対　　象　　者 保険料 保険料（円）

第１段階
・生活保護受給者

基準額×0.50 14,300
・住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者の方

第２段階 ・世帯全員が住民税非課税世帯の方 基準額×0.75 21,500
第３段階 ・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の方 基準額×1.00 28,600
第４段階 ・本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.25 35,800
第５段階 ・本人が住民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上の方 基準額×1.50 42,900

睦沢町の基準額
第３段階

２８,６００円

生後91日以上の犬は、犬の登録や毎年１回狂犬病予
防注射を受けることが、法律で決められています。
（罰則有り）まだ、狂犬病予防注射が、お済みでない
場合は動物病院でお受けください。狂犬病予防注射を
しますと、獣医から狂犬病予防注射済証が交付されま
すので、それを持参し、役場環境課にて、狂犬病予防
注射済票交付の手続きをお願いします。交付手数料は
550円です。(新規登録の場合、登録手数料と合わせて
3,550円です。)
なお、すでに狂犬病予防注射がお済みで、まだ、役

場環境課にて狂犬病予防注射済票の交付手続きをされ
ていない場合は手続きをお願いします。
また、犬が死亡したり、転入等により登録事項(所

有者、所有者住所、氏名、犬の所在地)を変更した場
合は、役場環境課にお届けください。
問い合わせ
役場環境課　蕁 44－２５１５

犬の飼い主さんへ 
毎年１回狂犬病予防注射は 
必ず受けましょう！ 

犬の飼い主さんへ 
毎年１回狂犬病予防注射は 
必ず受けましょう！ 

日
の
子
坂
　
谷
津
田
に
蛍
山
に
飛
機

政
　
成
　
一
　
行

大
鉢
に
移
す
山
百
合
花
五
個
に

田
　
辺
　
き
わ
子

戦
神
の
祠
も
老
ふ
や
　
草
を
刈
る

加
　
藤
　
秀
　
子

友
訪
ふ
や
乗
り
か
へ
幾
度
の
日
傘
た
た
む

篠
　
田
　
と
　
み

七
変
化
両
あ
と
の
葉
は
イ
キ
イ
キ
と

久
　
我
　
久
　
子

深
大
寺
そ
ば
切
る
音
も
初
夏
の
昼

田
　
中
　
久
　
子

鶯
の
初
音
爽
や
か
に
渡
り
ゆ
く

尾
　
手
　
岳
　
城

ロ
マ
ン
の
町
小
樽
運
河
に
夏
の
月

鈴
　
木
　
基
次
郎

枕
辺
に
す
も
も
の
実
あ
り
妻
帰
る

小
　
闍
　
い
わ
お

用
事
す
み
木
陰
片
陰
踏
み
戻
る

須
　
田
　
ひ
ろ
し

花
に
来
て
水
辺
に
お
り
る
夏
の
蝶

河
　
野
　
悦
　
子

風
鈴
も
悲
し
い
時
に
陰
に
鳴
り

野
　
村
　
善
　
之

夏
満
月
青
葉
の
笛
を
口
ず
さ
む

野
　
村
　
信
　
子

手
花
火
に
母
も
少
女
の
瞳
を
も
て
り

海
　
保
　
　
　
照

い
つ
し
か
に
月
は
大
き
く
梅
雨
晴
間

山
　
本
　
阿
　
以

貝
風
鈴
南
の
島
の
夢
の
音

津
　
川
　
小
　
汀

夏
帯
を
さ
ら
り
と
締
め
て
若
女
将

葵
　
　
　
か
け
る

俳
句

元
睦
沢
町
助
役
の
故
・
中
村

勤
さ
ん
に
、
瑞
寶
雙
光
章

ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
は
昭
和
25
年
２
月
に
土

睦
村
役
場
に
奉
職
、
合
併
後
、
睦

沢
村
と
な
り
財
政
係
長
、
住
民
課

長
、
総
務
課
長
、
中
央
公
民
館
長

の
要
職
を
経
て
昭
和
51
年
12
月
に
収

入
役
、
昭
和
56
年
４
月
に
助
役
に
選

任
さ
れ
豊
富
な
経
験
と
卓
越
し
た

見
識
を
も
っ
て
町
政
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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知っておきたい 

の話 

看護師　加藤　典子

「 難　聴 」
－補聴器を上手に利用して－

3333333333333333333333

3333333333333333333333

50
デシベル 

聴力レベル 両耳 一側耳 他側耳 実際の声や音にたとえれば 
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聴  覚  障  害  等  級　　　　身障者福祉法抜粋 

普通の会話 
普通の会話が 
やっとききと 
れる 

大声での会話 
がどうにかで 
きる 

かなり大きな 
音ならどうに 
か感じること 
できるが 

大声の会話 

叫び声 

30センチの近さでの 
大きな声 
上空通過の飛行機 

30センチの近さの 
サイレン（痛みを感じる） 

６
級 

４
級 
３
級 

２
　
級 

６
　
　
　
　
級

６
　
　
　
　
級 

６
　
　
　
　
級 

難聴に悩む人は600万人高齢社
会を迎えてさらに増加
耳が良く聞こえないというのは

想像以上に不便なものです｡人と
の付き合いを避けるようになった
り、物事に無関心に成るなど、生
活が消極的になりがちで高齢者の
場合痴呆につながるおそれがあり
ます。聴力の衰えは30代から始ま
ります。テレビの音がうるさいと
周りから言われたり、早口の人の
声や複数の人の声が識別できない
場合は難聴が始まっている可能性
があります。

難聴は三種類に大別され原因はさまざま

１．「伝音難聴」

外耳から中耳の伝音系の障害に
よる難聴です。原因として耳介の
変形、耳あかが詰まる、鼓膜の損傷、
耳管狭窄、中耳炎等が上げられま
す。難聴の５～７％をしめます。

３．「混合難聴」

伝音と感音の混合された難聴です。中耳炎が悪化して内耳まで障害が及んだ時や、もともと伝音難聴だった人が
加齢で老人性の難聴が加わった場合などおこります。
老人性難聴は、聴覚経路全体に老化が始まり、外耳から内耳に進むに連れて音を感じる機能の障害が増幅されます。
感音難聴に近いです。老人性難聴では一般に高い音域が聞きづらくなります。
難聴の原因は様々で治療によって聴力が改善する事もあります。まずは耳鼻科を受診する事が大切です。聴力が
戻らない場合は補聴器で補う事になります。

２．「感音難聴」

内耳から大脳中枢にかけての難聴です、全体の80％を占めており原因や
症状も複雑です。
めまいや耳なり嘔吐を伴うメニエール病や、突然片方の耳が聞こえなく
なる突発性難聴、薬物の副作用や、爆発音などの音響外傷や騒音によって、
ラセン器や聴神経が破壊されます。

補聴器は難聴の程度や生活環境に合わせて選びましょう

難聴にも軽度、中度、高度、重度があり、障害の部位によって状態は異なりま
す。出来れば耳鼻科で聴力検査を受け、処方箋に従って購入するとよいでしょう。
又、購入したら、使う人にあわせて「調整」する事が大切です。せっかく購入

しても調整がうまくできず、使っていないのが現状のようです。
補聴器の形には、ポケット形、耳かけ形、耳穴形、メガネ形があり、最近は耳

穴形が主流になっています。高度の難聴は、障害者手帳取得の対象になります。
手帳で補聴器を作る事もできます。詳しくは福祉衛生課に御相談ください。

耳穴形 ポケット形

メガネ形 耳かけ形
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－総合運動公園多目的広場－

第
28
回
広
域
消
防
第
５
支
団
操
法
大
会

―
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
―

６
月
20
日（
日
）
に
広
域
消
防
第
５

支
団
の
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
は
、
火
災
等
の
有
事
の
際
、
迅

速
で
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
２
ヵ

月
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
訓
練
の
成

果
を
10
部
が
競
い
合
い
ま
す
。

各
部
の
団
員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
が
終

わ
っ
た
後
で
も
、
疲
れ
を
見
せ
ず
深
夜

ま
で
厳
し
い
訓
練
に
励
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
各
部
と
も
訓
練
の
成

果
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
十
分
に
発
揮
し

会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

第
２
分
団
第
３
部
（
大
谷
木
・
北
山
田
）

優
秀
賞

第
１
分
団
第
１
部
（
大
上
）

優
良
賞

第
２
分
団
第
１
部
（
森
・
長
楽
寺
・
上
之
郷
）

第
３
分
団
第
１
部
（
寺
崎
）

「
小
型
ポ
ン
プ
の
部
」

最
優
秀
指
揮
者

第
２
分
団
第
３
部
（
大
谷
木
・
北
山
田
）

森
川
　
明
彦
さ
ん

最
優
秀
１
番
員

第
１
分
団
第
３
部
（
佐
貫
）

今
関
　
拓
郎
さ
ん

最
優
秀
２
番
人

第
２
分
団
第
１
部
（
森
・
長
楽
寺
・
上
之
郷
）

村
杉
　
秀
樹
さ
ん

最
優
秀
３
番
人

第
２
分
団
第
１
部
（
森
・
長
楽
寺
・
上
之
郷
）

中
村
　
充
明
さ
ん

「
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部
」

最
優
秀
指
揮
者

第
１
分
団
第
１
部

（
大
上
）

中
村
　
年
孝
さ
ん

最
優
秀
１
番
員

第
１
分
団
第
１
部

（
大
上
）

中
山
　
一
彦
さ
ん

最
優
秀
２
番
員

第
１
分
団
第
１
部

（
大
上
）

中
村
　
徳
光
さ
ん

最
優
秀
３
番
員

第
１
分
団
第
１
部

（
大
上
）

秋
葉
　
一
春
さ
ん

最
優
秀
４
番
員

第
１
分
団
第
１
部

（
大
上
）

丸
　
善
己
さ
ん

団
　
体
　
戦

個
　
人
　
戦

第
23
回
長
生
支
部
操
法
大
会

－吸水管をすばやく設置－

－最優秀賞第２分団第３部
（大谷木・北山田）の皆さん－

―
旧
茂
原
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
―

６
月
27
日
（
日
）
長
生
支
部
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、
町
を
代
表
し
て
、

第
３
分
団
第
１
部
（
寺
崎
）、
第
３

分
団
第
２
部
（
川
島
）
が
出
場
し

健
闘
し
ま
し
た
。

－火点にすばやく到着－

―
浅
間

せ
ん
げ
ん

神
社
例
祭

佐
貫
区
―

６
月
30
日
（
水
）
に
佐
貫
区

で
浅
間
神
社
例
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
小
学
校
６
年
生
の

女
の
お
子
さ
ん
を
子
育
て
の
神

様
で
あ
る
浅
間
様
に
守
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
家
族
で
神
社

を
訪
れ
無
病
息
災
を
願
う
と
い

う
風
習
が
今
も
続
い
て
い
る
も

の
で
す
。

当
日
は
、
小
学
校
６
年
生
の

女
の
子
た
ち
が
、
真
新
し
い
浴

衣
に
笑
顔
で
家
族
の
皆
さ
ん
と

神
社
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

－御祭神の前で笑顔－
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６
月
27
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
睦
沢
ゆ
う
あ
い
館
で
、
第
２
回

伝
統
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。会

場
で
は
、
大
上
の
お
囃
子

は
や
し

、
上

市
場
八
坂
神
社
の
お
囃
子

は
や
し

、
妙
楽
寺

ぜ
ん
ぜ
ん
ご
、
町
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
佐
貫
季
寄
」
な
ど
睦
沢
町

に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
一
堂
に
集
め

公
開
。
招
待
公
演
と
し
て
、
玉
前
雅

楽
会
（
一
宮
町
）、
県
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
岩
沼
の
獅
子
舞
（
長
生
村
）

も
あ
り
ま
し
た
。

－町指定無形民俗文化財『佐貫季寄』－

７
月
６
日
（
火
）
町
観
光
協
会

主
催
に
よ
る
淡
水
魚
の
放
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
鎮
守
川
で
土
睦
小
学
校

１
年
生
が
、
ま
た
、
瑞
沢
川
で
は

瑞
沢
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

が
、
う
な
ぎ
約
１，

０
０
０
匹
を

放
流
し
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
か
ら
飛
び
出
す
ほ
ど
元
気

の
良
い
う
な
ぎ
に
、
子
供
た
ち
も

大
騒
ぎ
で
し
た
。

－一斉にうなぎをはなす瑞沢小学校児童たち－ －大きくなれ～願いをこめる
土睦小学校児童たち－

平
成
16
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
、
上
市
場
区
で
は
、
お

囃
子

は
や
し

用
の
大
太
鼓
１
台
（
1.7
尺
）、
中
太
鼓
１
台
（
1.2
尺
）、
三
丁
掛
附
締

太
鼓
３
台
、
篠
笛
、
あ
た
り
鉦か

ね

、
撥ば
ち

な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
全
国
自
治
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入

れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
る
事
業
で
す
。

今
年
度
購
入
し
た
備
品
は
、
７
月

４
日
に
行
わ
れ
た
、
上
市
場
八
坂
神

社
の
夏
祭
り
で
早
速
活
用
さ
れ
、
元

気
な
響
き
が
祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

今
後
は
保
存
会
活
動
の
充
実
に
よ

り
、
各
種
お
祭
り
へ
の
積
極
的
な
参

加
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

－購入された大太鼓－

－子供たちの元気なお囃子
はやし

－



８月
の休館日

２日豺 

９日豺 

16日豺 

23日豺 

30日豺 

蕁44ー0211
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時　間活　動　日団　体　名
88 月のクラブ行事・その他

咲友会（民踊） ７日貍・14日貍 09：00
寿扇会（日舞・新舞踊）７日貍・21日貍 19：30
民謡クラブ 14日貍 11：00
フラワークラブ 18日貉 09：30
詩吟クラブ 11日貉・25日貉 13：30
洋裁クラブ 10日貂・24日貂 09：00
野菊の会（コーラス）４日貉・18日貉 09：30
カラオケ愛好会 ７日貍・14日貍・21日貍 18：30
町碁会 21日貍 13：00
町将棋会 15日豸 09：00
ＩＴ研究会（情報通信）７日貍・21日貍 19：00
成人書道クラブ １日豸 13：30
草木染め １日豸 14：00
手編クラブ 14日貍・28日貍 13：30
太巻き寿司クラブ 21日貍 13：00
生け花サークル ７日貍・21日貍 18：30
着付けサークル ７日貍・28日貍 13：30
ふれあいダンス（社交ダンス）７日貍・14日貍・21日貍 19：00
ワヒネ・フラ【Ａ】（フラダンス） 12日貅・26日貅 13：00
ワヒネ・フラ【Ｂ】（フラダンス） ７日貍・14日貍・21日貍 19：00
社交ダンスサークル ５日貅・12日貅・19日貅・26日貅 13：00
ペイントHIRO

４日貉・18日貉 09：00
（トールペイント）
アンサンブル・ラメール

12日貅・26日貅 09：00
（室内楽演奏）
友の会（フラダンス）８日豸・22日豸 14：00
フォークダンスサークル ４日貉・11日貉・18日貉・25日貉 13：30
民 踊 クラブ 14日貍・21日貍 14：00
東扇会（日舞） ４日貉・11日貉・18日貉・25日貉 13：00
琴美会（大正琴） ５日貅・19日貅 10：00
ダンスタンポポ（社交ダンス） ７日貍・14日貍・21日貍・28日貍 13：00
歌踊芸愛好会（バンド）１日豸・８日豸・15日豸・22日豸・29日豸 09：00
ザ・ペンチャーズ（バンド）７日貍・14日貍・21日貍・29日豸 18：00
睦沢読書の会 13日貊・27日貊 13：00
睦沢陶芸クラブ 15日豸・22日豸 09：30
ヨーガサークル ５日貅・12日貅・19日貅・26日貅 14：00
ひかり太鼓 ４日貉・11日貉・18日豸・25日貉 14：00
ひまわりクラブ ５日貅 10：00

教 室・事業

09：00

13：00

13：30

19：00

09：00

13：30

パソコン自由学習

陶芸教室

パッチワーク教室

天文教室

町子連かるた大会

フラワーアレンジメント教室

88 月の教室と事業
時 間 日 程

11日豸

18日豸

14日貍

22日豸

サ
ー
ク
ル
紹
介

サ
ー
ク
ル
紹
介

書
道
に
興
味
の
あ
る
者
が
集
い
、
書
道
の
基
礎
、
実
用
書
道
（
手
紙
文
・

賞
状
）
の
練
習
、
古
典
鑑
賞
と
臨
書
、
万
葉
か
な
部
、
条
幅
作
品
の
制
作
、

書
道
展
へ
出
品
な
ど
手
広
く
、
欲
張
り
な
ク
ラ
ブ
で
す
。

最
初
は
、
漢
字
半
紙
か
ら
始
め
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
の
習
字
を
思
い
出
し

て
く
だ
さ
い
。
入
会
随
時
・
懇
切
丁
寧
・
い
つ
で
も
歓
迎
。
先
ず
た
め
し
に

公
民
館
に
問
い
合
わ
せ
！

－成人書道クラブの皆さん－

－皆さん真剣です－
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催し物の案内 催し物の案内 催し物の案内 

下
之
郷
に
墜
落
死
し
た
英
国
軍
機
搭
乗
員
ボ
ー
ナ
ス
中
尉
①

『
睦
沢
村
史
』
に
よ
る
と
、
１
９

４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
15
日
に

「
下
之
郷
下
後
原
２
３
７
４
番
地
の
水

田
に
英
国
将
校
が
落
下
傘
を
背
負
っ

た
ま
ま
墜
落
し
た
」
と
の
記
述
が
あ

る
。
こ
の
人
の
墓
（
写
真
）
が
横
浜

の
英
連
邦
墓
地
に
あ
る
こ
と
が
判
っ

た
の
で
、
昨
年
８
月
に
行
っ
て
み
た
。

墓
碑
銘
に
は
「SUB-LIEUTENANT(A)

J.F.J.A
.B
O
N
A
SS.R

N
V
R
.H
.M
.S.

TN
D
EFATIG

ABLE
15TH

AU
G
U
ST

1945
AG
E

22
SW
EET

JEJU
S
H
AVE

M
ARCY

ON
HIS

SOUL.R.I.P

」
と
刻

ま
れ
、こ
の
人
は
空
母
イ
ン
デ
ィ
フ
ァ

テ
ィ
ガ
ブ
ル
か
ら
飛
び
立
っ
た
英
国

海
軍
中
尉
のJ.F.J.A

.

ボ
ー
ナ
ス
と
い

い
、
１
９
４
５
年
８
月
15
日
に
22
歳

で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
判
る
。
下
之

郷
下
後
原
２
３
７
４
番
地
は
、
県
道

一
宮
大
多
喜
線
の
上
之
郷
Ｔ
字
路
を

長
南
町
方
向
に
行
っ
て
す
ぐ
に
交
差

す
る
田
ん
ぼ
道
左
側
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
起
き
て
、
す
で
に
59
年
が
た

っ
た
。
歴
史
の
事
実
を
記
録
す
る
た

め
、
目
撃
な
ど
で
事
件
を
ご
存
知
の

方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
資
料
館
学
芸
員
・
久
野
一
郎
） ◯88

21
世
紀
へ
の
遺
産

こ
の
火
鉢
に
は
う
し
ろ
側
に

「
瑞
沢
公
民
館
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

戦
後
、
社
会
教
育
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
、
旧
瑞
沢
村
で
は
旧
瑞
沢

中
学
校
の
特
別
教
室
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
１
９
７
５（
昭
和
50
）年

７
月
20
日
、
睦
沢
村
合
併
二
十
周
年

記
念
祝
賀
式
典
の
日
に
、睦
沢
村
中

央
公
民
館
の
落
成
式
が
挙
行
さ
れ

瑞
沢
公
民
館
は
そ
の
分
館
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
瑞
沢
公
民
館

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
16
日
と
30
日
、
千
葉
県
史
編

纂
の
た
め
、
当
館
所
蔵
の
土
睦

村
・
瑞
沢
村
時
代
の
旧
村
役
場
の

行
政
文
書
の
調
査
に
来
ま
し
た
。
目

録
の
作
成
が
な
さ
れ
、
県
史
に
活

用
さ
れ
る
他
、
歴
史
研
究
の
た
め

の
利
用
が
可
能
な
状
態
に
す
る
予

定
で
す
。

６
月
11
日
〜
13
日
、
上
之
郷
の
大

円
寺
旧
蔵
文
書
や
上
市
場
の
幸
治

勤
家
文
書
な
ど
当
館
に
所
蔵
ま
た

は
寄
託
の
古
文
書
を
無
償
で
調
査

し
、
筆
写
原
稿
や
目
録
を
作
成
し

て
歴
史
研
究
の
た
め
の
利
用
が
可

能
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か

ら
。
当
館
展
示
品
で
語
る
仏
像
鑑
賞
入

門
。
仏
像
に
は
定
め
ら
れ
た
形
式
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
合
わ
な
い
形
の
仏

像
も
あ
り
ま
す
。
珍
し
い
形
の
仏
像
の

謎
を
解
き
ま
し
た
。
講
師
は
鈴
木
庄
一

（
当
館
学
芸
員
）。
参
加
者
18
人
。

６
月
19
日
（
土
）、
東
京

都
調
布
に
あ
る
神
代
植
物
公

園
に
公
民
館
バ
ス
で
行
っ
て

初
夏
の
植
物
を
観
察
し
て
き

ま
し
た
。
梅
雨
の
中
休
み
の

暑
い
日
で
し
た
が
、
ち
ょ
う

ど
バ
ラ
が
見
ご
ろ
で
し
た
。

参
加
者
39
人
。

企画展「福の神がやって来た！」
房総の「福の神」を紹介。

と　き ９月26日（日）まで

第２回胡弓コンサート
と　き ９月12日（日）
妙楽寺境内で胡弓の演奏。事前

申し込み必要。

睦沢町の文化財探訪②
「土睦地区」

公民館バスで睦沢町の文化財を
探訪。第２回目は土睦地区の文化
財を見る。要申込。実施１ヵ月前
の同日から受付開始。
と　き ９月25日（土）

－ボーナス中尉の墓－

まず一点ごとに袋詰めし目録作成へ

講座の様子

房総史料調査会の皆さん。
手前の人が立野晃代表

神
代
植
物
公
園
に
て

収
蔵
資
料
紹
介
　

瑞
沢
公
民
館
の
火
鉢

千
葉
県
史
料
研
究
財
団
近
現
代

史
部
会
の
旧
村
役
場
文
書
調
査

房
総
史
料
調
査
会
の

古
文
書
調
査

植
物
観
察
会

「
神
代
植
物
公
園
」

第
８
回
仏
像
鑑
賞
講
座

「
異
形
の
仏
像
」

（34）

い
ぎ
ょ
う

第
８
回
仏
像
鑑
賞
講
座

「
異
形
の
仏
像
」



８月
の休館日

２日豺 

９日豺 

16日豺 

23日豺 

30日豺 

蕁44ー1565

笄

睦沢ウィングス（ソフトボール）

日曜日
9:00

ソフトテニスクラブ（第２、４）
海洋クラブ

13:00
睦沢テニスクラブ（硬式）

10:00 エアロジムクラブ
卓球クラブ

13:30
太極拳
少年柔道クラブ

火曜日
18:00

アウレッツ（ミニバス）
18:45 練心会（少年剣道）

20:00
睦沢アウルス（バスケット）
剣友会（剣道）

10:00
エアロビクス友の会

水曜日
わかば会（女性ソフトテニス）

13:30 太極拳
鳴子会（よさこい踊り）

19:00 ヒロ・ダンス・トゥループ（洋舞）
フットサル（室内サッカー）

10:00
ひまわりクラブ（育児サークル）
わかば会（女性ソフトテニス）

18:00 アウレッツ（ミニバス）
木曜日 18:45 練心会（少年剣道）

青翔クラブ（バスケット）
20:00 剣友会（剣道）

青年バレー（睦沢中体育館）

金曜日
10:00 わかば会（女性ソフトテニス）
18:45 練心会（少年剣道）
19:30 バドミントンクラブ

睦沢フットボールクラブ（第１、３）
9:00 睦沢ウィングス（ソフトボール）

瑞沢ブレーブ（瑞沢小体育館）

18:00
アウレッツ（ミニバス）
少年柔道クラブ

土曜日 18:45 練心会（少年剣道）
みなの会（女性バレー）

20:00
バレー愛好会
剣友会（剣道）
エアロビクス友の会（睦沢中体育館）

月のクラブ等定期練習日88

※上記のクラブに興味がある方は、定期練習を見学してください。
また、入部希望の方は、各クラブに直接お申し出下さい。

月 の 教 室 開 催 日88 １日豸、８日豸、22日豸、
29日豸

10：00
～12：00卓 球 教 室

６日貊、20日貊、27日貊 17：00
～18：00

軽 ス ポ ー ツ
教 室 小 １

６日貊、20日貊、27日貊 18：00
～19：00

軽 ス ポ ー ツ
教 室 小 ２

４日貉、11日貉、25日貉 18：00
～19：00

軽 ス ポ ー ツ
教 室 小 ３

７日貍、21日貍、28日貍 ９：00
～12：00

幼 児 リ ズ ム
運 動 教 室

６日貊、20日貊、27日貊

６日貊、20日貊、27日貊

10：00
～11：00

13：30
～15：00

幼 児 親 子
運 動 教 室

ウ エ ル ネ ス
教 室

27日貊 19：30
～20：30エアロビ教室

19日貅 13：30
～15：30

高 齢 者
いきいき教室

８日豸、22日豸 ９：00
～15：00トレーニング教室

１日豸、５日貅、８日豸、
12日貅、19日貅、22日豸、
26日貅、29日豸

18：00
～19：00

水 泳 教 室
（小学４～６年生）

４日貉、11日貉、25日貉 10：00
～11：00女性水泳教室

お詫び
広報６月号で小学生水泳教室の開催日のところで17日（木）・
24日（木）が記載されていませんでした。
お詫び申し上げます。

団
　
体
　
成
　
績

優
　
勝

妙
楽
寺
区

準
優
勝

川

島

区

個
　
人
　
成
　
績

優
　
勝

海
老
根
広
一

準
優
勝

関
　
　
充
宏

３
　
位

永
見
喜
美
雄

４
　
位

海
老
根
年
貴

５
　
位

伊
原
　
俊
夫

６
　
位

市
原
　
　
安

７
　
位

戸
田
　
貞
夫

８
　
位
　
中
村
　
年
孝

９
　
位

渡
邊
　
　
仁

10

位

麻
生
　
　
浩

町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
（
佐
貫

田
秀
敏
部
長
）
主
催
に
よ
る
第
30
回

睦
沢
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
（
18
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
新
ペ
リ
ア
方

式
）
が
、
６
月
15
日
（
火
）
デ
イ
ス

タ
ー
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
107
名
も
の
腕
自

慢
が
募
っ
た
大
会
会
場
で
は
、
笑

い
あ
り
、
涙
あ
り
、
時
に
は
プ
ロ

顔
負
け
の
プ
レ
ー
も
飛
び
出
し
、

初
夏
に
映
え
る
ゴ
ル
フ
場
を
大
い

に
わ
か
せ
ま
し
た
。



筍

く
ら
し
の
情
報
ペ
ー
ジ

国
保
／
年
金

教えて！教えて！  教えて！

こんなときに基礎年金

国民年金は、全国民を対象に基礎年金を支給する
制度です。老後はもちろん、病気や事故による障害
や死亡など、もしものときにも国民年金はあなたの
収入を保障します。
なお、年金は受けられる資格があっても本人から

の請求がないと支給されませんので、年金を受けよ
うとするときは忘れずに手続きしましょう。

注１）初診日（障害のもとになった病気やケガで初め
て医師にかかった日）や死亡日の属する月の
前々月までの加入期間のうち３分の２以上の期
間が保険料納付あるいは免除になっているこ
と。（または平成18年３月31日までは、初診日
や死亡日の属する月の前々月までの１年間に保
険料の滞納がないこと）

注２）１級障害…日常生活の用を自分ですることがで
きない程度

２級障害…必ずしも他人の介助は必要ないが、
日常生活は極めて困難で、活動範囲
はおおむね家屋内に限られる程度

注３）「子」は18歳になったあとの最初の３月末日ま
でにある子が該当します。

年 金 の 種 類

老齢基礎年金

障害基礎年金

遺族基礎年金

寡 婦 年 金

死 亡 一 時 金

こ　ん　な　と　き
国民年金の納付（あるいは免除）期間と厚
生年金・共済組合の加入期間などが合計で25

年以上ある人が65歳になったとき。
一定期間以上（注１）保険料を納めている
人が病気やケガで一定（注２）の障害者にな
ったとき。
一定期間以上（注１）保険料を納めている
人が死亡したとき、その人によって生計を維
持されていたその人の子（注３）または子の
ある妻に。
第１号被保険者（自営業者など）として保
険料を納めた期間または免除の期間が25年以
上ある夫が年金を受けずに死亡したとき、10

年以上継続して婚姻関係のある妻に。
第１号被保険者として３年以上保険料を納
めた人が年金を受けずに死亡したとき同居し
ていた遺族に。
遺族基礎年金を受けられるときは支給され
ません。

入院時の食事代が減額されます

入院されている住民税非課税世帯の方は、申請
することにより入院時の食事代が減額されます。
申請し認定を受けられた方は、医療機関に減額認
定証を提出することにより食事代が下記のとおり
減額されます。
また、現在交付されている食事療養費の標準負

担額減額認定証の有効期限は、平成16年７月31日
までとなっています。今後も引き続き減額認定証
の交付を受けようとする方は、再度申請が必要と
なりますので、役場住民課保険年金係で手続きを
行ってください。

申請に必要なもの

（新規申請者）保険証・印鑑
（継続申請者）H16.７.31有効期限の減額認定証・

保険証・印鑑

入院時食事代標準負担額（１日）

一　　　　般 ７８０円

６５０円

５００円

90日までの入院

90日を超える入院
（過去12カ月の入院日数）

住民税非課税世帯等



笋

く
ら
し
の
情
報
ペ
ー
ジ

く
ら
し
／
募
集
／
日
曜
・
休
日
当
番
医

くらしの情報くらしの情報くらしの情報くらしの情報

（診療時間　午前9時～午後5時まで）
（※変更になる場合もあります）

診療科目 内科・小児科　　診療時間 午後８時～11時まで

茂原市八千代１－５－４（消防署裏） 蕁24－１０１１

夜間急病診療テレフォン案内　蕁24－１０１１　午後７時～翌午前６時まで

夜　間
急　病
診療所

８・１ 吉 田 医 院 34－3045 茂原機能クリニック 25－7755 秋 場 医 院 42－3323

月　日
茂　　原　　地　　区

一　宮　地　区
内　　科　　系 外　　科　　系

８ 東部台医院 22－2455 森 川 病 院 25－2510 鈴 木 医 院 42－3111

15 聖 光会病院 35－5151 高田整形外科医院 22－0111 清 水 医 院 42－2950

22 粒 良 医 院 25－8580 山 之内病院 25－1131 内 山 医 院 42－2062

29 宮本内科医院 22－3770 菅 原 病 院 25－1171 岡田眼科医院 42－3529

募 　 集  

く ら し  
ゴミの収集日

☆１コース
燃えないゴミ…８月10日（火）
資源ゴミ………８月17日（火）
粗大ゴミ………８月24日（火）

☆２コース
粗大ゴミ………８月５日（木）
資源ゴミ………８月12日（木）
燃えないゴミ…８月19日（木）
※　燃えるゴミの収集日は、月、
水、金曜日です。
ゴミは前日や夜間に出さない
で収集日の午前８時30分までに
出してください。

睦沢町平和写真展
と　き ８月29日（日）

午前９時～午後５時
ところ 睦沢町公民館
内　容 イラク戦争や広島、長崎

原爆投下などの実相の写
真や資料の展示。平和の
大切さを語り継ごうとす
るもの。

問い合わせ 睦沢原水協・後藤
蕁43－０１６２

「千葉県産業情報
ヘッドライン」

県では、経済関係団体と連携し、
県内中小企業等に有益な経済産業
情報をメール配信サービスを使っ
て迅速に提供するメールマガジン
「千葉県産業情報ヘッドライン」
の配信登録の受け付けを８月１日
から行います。
現在、県から発信しているメー

ルマガジン「ｅ!ちば中小企業情報」
を更にパワーアップし、①融資・
助成制度の案内②国、県等の支援
施策活用案内③各種公募情報④各
種経済調査結果など、充実した内
容で提供いたします。
９月から配信予定ですが、配信
希望の方は、次の千葉県のＨＰの
トップページの「メールマガジン」
から簡単に登録できます。（無料）
http://www.pref.chiba.jp/
問い合わせ
県庁経済政策課政策室
蕁043－223－２７０３

自衛官を募集！
防衛庁では、下記のとおり自衛

官を募集しています。

人前結婚式
出場カップル募集！
農林商工まつり実行委員会で

は、10月24日（日）に開催の「第
25回農林商工まつりむつざわよさ
こいフェスティバル2004」の会場
で人前結婚式を行います。
実行委員会では、この人前結婚

式に出場する花婿・花嫁さんを募
集しています。
出場を希望されるカップルは、

実行委員会事務局までお申し込み
ください。
問い合わせ 農林商工まつり

実行委員会事務局
役場振興課内
蕁44－２５０５

８月は経済産業省主唱の
電気使用安全月間です！

募　集　種　目 募　集　資　格 受　付　期　間
防 衛 大 学 生 高卒（見込含）

10月１日まで
防衛医科大学生 21歳未満の者
航 空 学 生 高卒（見込含）

９月８日まで
（パイロット） 21歳未満の者
看 護 学 生 18歳以上24歳未満の者 10月１日まで
一般曹候補学生 18歳以上24歳未満の者 ９月８日まで
曹 候 補 士 18歳以上27歳未満の者 ９月８日まで

２等陸・海・空士 18歳以上27歳未満の者
男子：年間通じて募集
女子：９月８日まで

問い合わせ 自衛隊募集事務所　蕁25－０４５２



亡くなった人 年齢 区　名 月日
弔 おくやみ申し上げます

松闢　 86 佐　貫 ６/６

木村　壽一 82 佐　貫 ６/12

渡邉　已敏 98 佐　貫 ６/13

久我　忠次 73 上市場 ６/16

石井定五郎 90 上市場 ６/16

田口　信雄 85 上市場 ６/19

青地　章夫 73 上市場 ６/25

内山 子 80 上市場 ６/30

睦沢町の人口と世帯
７月１日現在　（ ）は前月比

人　口 8 , 1 4 8 人　（－５人）

男 3 , 9 5 7 人　（－９人）

女 4 , 1 9 1 人　（＋４人）

世帯数 2 , 5 0 8 戸　（－２戸）

渡邉　　清
拓実 男 下之郷 ５/25

葉月　　　　　　　　　　　

渡邉　芳和
愛美 女 上之郷 ６/10

景子　　　　　　　　　　　　　

中村　幸夫
汐里 女 上之郷 ６/16

晴美　　　　　　　　　　　　　　

中村　友彦
麻衣里 女 上市場 ６/23

智恵　　　　　　　　　　　　　　

親の名 子の名 性別 区　名 月日

誕生 おめでとうございます

まなみ

しおり

あいり

たくみ大　上 久保田孝　一　
芳　枝

結婚 末長くお幸せに
区　　名 氏　　　名

く
ら
し
の
情
報
ペ
ー
ジ

相
談

相 　 談  
行政・人権相談

と　き ８月11日（水）
午後１時～４時

ところ 農村環境改善センター

心配ごと相談
と　き ８月10日（火）

午後１時～４時
ところ 農村環境改善センター

健康栄養相談
と　き ８月10日（火）

午前10時～11時30分
ところ 農村環境改善センター
内　容 血圧測定、体脂肪測定、

健康指導、食事指導など

乳児健康相談
身体測定や栄養・育児・歯に関

する相談を行います。
と　き ８月31日（火）

午後１時30分～３時
ところ 農村環境改善センター

●１歳６カ月児健康診査
身体測定や歯科、内科検診と栄

養、育児に関する相談を行います。
対　象 平成14年12月～平成15年

２月生まれのお子さん
と　き ８月９日（月）
受　付 午後０時45分～１時
ところ 農村環境改善センター

●３歳児健康診査
対　象 平成13年３月～５月生ま

れのお子さん
と　き ８月９日（月）
受　付 午後１時～１時15分
ところ 農村環境改善センター

●法律相談
と　き ８月24日（火）

午前10時～正午
ところ 役場町民相談室
申し込み・問い合わせ

要予約
役場総務課　蕁44－２５００

と　き ８月20日（金）
午後１時～４時

ところ 東上総県民センター
申し込み・問い合わせ

東上総県民センター
蕁25－７８３０
※13日（金）午前９時から電話で
予約。

●出張年金相談
と　き ８月26日（木）
受　付 午前９時～
ところ 茂原市役所市民室
※先着60名まで
問い合わせ

千葉社会保険事務所
蕁043－242－６３２７

●ＤＶ相談のご案内
長生健康福祉センターでは、配

偶者やパートナーからの暴力に悩
んでいる方のＤＶ（ドメステック
ク・バイオレンス）相談を行いま
す。身体的暴力でなく、精神的、
経済的、性的なあらゆる形の暴力
について専門の相談員が電話や面
接で相談に応じます。
と　　き 来所相談

（毎週火曜日・予約制）
電話相談
（月～金曜日午前９時～
午後５時、祝祭日を除く）

ところ 長生健康福祉センター
問い合わせ 蕁22－５５６５
相談費用 無料
そ の 他 匿名相談可能。

秘密厳守します。

●「不妊相談センター」の
実施について

不妊で悩む夫婦等に、不妊に関
する一般的な相談や不妊治療に関
する情報提供、医療面、精神面の
相談を行います。
と　き 面接相談：予約制

（毎月第２木曜日
午後１時～３時）
電話相談：随時

ところ 長生健康福祉センター
問い合わせ

蕁22－５９１４
相談費用 無料

筌
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編集後記

暑い日がつづきますが、皆さん夏
バテはしていませんか？
暑さはこれからが本番ですが、お

祭り、花火大会、海水浴、キャンプ
等々、夏の楽しい風物詩もこれから
が本番です。
年間でも、楽しみの多い季節です

が、交通事故、水難事故など皆さん
の身近で起きる事故が多くなるのも
この季節です。ちょっとした注意を
心がけて、友人、ご家族と楽しい思
い出がいっぱいの夏にしたいですね。

（K . O）

八尾坂　駿　くん
平成14年８月14日生（川　島）
父 和広さん蟋母 由美さん
ボールが大好きな駿くん。どこ

におでかけするにもボールは欠か
せません！パパを呼ぶとき蹴るマ
ネをするそうです。将来はサッカ
ー選手かな？？
食べ物では、おみそ汁や納豆、

豆腐など、大豆食品が大好物。
最近はお姉ちゃんと一緒に１～

10まで数えたり、「あいうえお」
を読めるようになりました。でも
どうしても「あいうえう」になっ
ちゃうんだよね（笑）。

チルドレン募集！対象：広報発行月に誕生日を迎える２歳以下のお子さん。
☆掲載ご希望の方は総務課総務係まで。

しゅん

 

－元気なお囃子
はやし

の風景－


